
テーマ
（多摩１９）高次脳機能障害支援研修

高次脳機能障害者の就労について～当事者からの体験に学ぶ～

日 時 令和９年１月２０日（水曜日） １３時２５分から１６時４５分まで

対 象

都内（主に多摩地域）の精神保健福祉活動に従事する行政機関、相談機関、医療機関、教育機

関、障害福祉サービス事業所、その他関係機関職員。区部の方も受講できます。

※研修に関しての各種決定や案内は、LoGoフォームを通じて no-reply@logoform.jp
で送りますので受信できる環境に設定してください。
※研修の可否については、研修2週間前までに送付するご案内をご確認ください。

※「研修当日のご案内」「資料」を研修1週間前ごろ送付します。詳細をご確認ください。

※Zoom視聴に必要な環境：パソコン、タブレット等の端末で画面を見ることができ、音声を聞くこと

ができるインターネット環境があること。

※会場受講希望者が多数の場合は抽選となります。

定員 ハイブリッド研修２００名（会場受講25名含む） 会場：多摩総合精神保健福祉センター研修室

プログラム

開催時間 講義名・講師 内 容

13時10分から Zoom入室開始、会場入室開始 （会場参加の方は13時20分までにご着席ください。）

13時25分から 研修案内

講義１

13時30分

から

14時10分まで

（質疑応答含)

高次脳機能障害の基礎的理解

都立多摩総合精神保健福祉センター事務長

高次脳機能障害支援養成研修指導者

外川 達也 氏

高次脳機能障害は、脳の損傷を原因
として記憶・注意力・感情コントロール等
に支障が出る障害であり、医学的・行政
的には「器質性精神障害」に分類されま
す。 講義では一般的な精神疾患と異な
る点や利用できる制度、東京都における
相談支援体制の現状など、基礎的な内
容を学びます。

休憩10分
講義２

14時20分

から

15時まで

高次脳機能障害者への就労支援の実際

東京都心身障害者福祉センター

就労支援担当主任 村尾 和男 氏

これまで東京都心身障害者福祉セン
ターで取り組んできている職業評価を
ベースにした高次脳機能障害者の就労
支援プログラムの内容やその実際につ
いて理解します。

休憩10分

講義３

15時10分

から

16時10分まで

質疑応答

16時10分から

16時30分まで

ピアサポートを通じて見えてきた高次脳機能
障害者の就労支援
NPO法人高次脳機能障害ピアサポート推進協

議会理事／厚生労働省障害者ピアサポート研

修事業・テキスト作成委員・講師／ファシリテー

ター 島津 渡 氏

（蘇生後脳症による高次脳機能障害当事者）

コーディネーター

東京都心身障害者福祉センター

就労支援担当主任 江見 英一 氏

質疑応答進行 外川 達也 氏

高次脳機能障害者の当事者・ピア
サポーターとして幅広く活動していく中
で、伝えてきたことや、ピアサポーター
としての活動を通じて見えてきた高次
脳機能障害者の支援のあり方につい
て理解します。

16時30分から 事務連絡、アンケート記入等 16時45分終了予定

東京都立多摩総合精神保健福祉センター

令和８年度精神保健福祉研修（後期） ハイブリッド研修

※問合せ先・地図は次ページに記載しています。
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≪都立多摩総合精神保健福祉センター周辺図≫ 
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〒206-0036   

多摩市中沢 2-1-3 

 多摩総合精神保健福祉センター 

 広報援助課研修係 

    042（376）6580 

 

小

● 鉄道 京王相模原線 

小田急多摩線 

  多摩センター駅下車 

徒歩 15 分 

● 多摩都市モノレール    

  多摩センター駅下車 

徒歩 13 分 

● バス 

多摩南部地域病院行き 

聖蹟桜ヶ丘駅⑨番のりば

（所要時間約 25分） 

多摩センター駅⑫番のりば

（所要時間約５分） 

※ バスは 1 時間に 5～6

本あります。 

終点下車徒歩 1分 

バス 

停 留

所 

○ 案内図 ○ 

更地 

交通のご案内

会場受講の皆様は、ロビーにお集まりください。
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